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日
本
中
あ
ち
こ

ち
で
熊
が
里
に
出

没
し
、
世
間
を
騒

が
せ
て
い
る
。
な

ん
で
も
今
年
は
、

熊
の
エ
サ
の
ど
ん
ぐ
り
の
出
来

が
悪
く
、
熊
が
エ
サ
を
求
め
て

里
に
出
没
し
て
来
る
ら
し
い
▼

と
こ
ろ
で
、
熊
と
言
え
ば
、
ス

イ
ス
の
ベ
ル
ン
が
浮
か
ぶ
。
ベ

ル
ン
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で
熊
を

意
味
す
る
。
ス
イ
ス
の
逸
話
に

よ
る
と
、
昔
、
町
の
名
前
を
決

め
る
際
に
領
主
が
「
猟
で
最
初

に
捕
え
た
動
物
の
名
前
を
町
の

名
前
と
す
る
」
と
決
め
た
ら
し

い
。
そ
し
て
、
最
初
に
捕
え
ら

れ
た
の
が
熊
だ
っ
た
。
当
時
の

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
熊
が
ま

だ
生
息
し
て
い
た
▼
し
か
し
、

産
業
革
命
に
よ
る
自
然
破
壊
が

野
生
生
物
の
す
み
か
を
奪
い
、

熊
も
例
外
な
く
絶
滅
し
た
。
残

念
な
こ
と
に
、
今
の
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
、
野
生
の
熊
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ア
ル
プ
ス
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
ス
イ
ス
で
さ

え
も
熊
は
い
な
い
▼
近
年
、
日

本
国
内
で
の
外
来
種
の
野
生
化

が
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
ぺ
ッ
ト
と
し

て
飼
わ
れ
て
い
た
ア
ラ
イ
グ
マ

が
野
生
化
し
、
畑
の
農
作
物
を

食
べ
散
ら
か
す
事
件
が
報
道
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
ほ
ん
の

一
例
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
の
エ

ゴ
が
生
ん
だ
事
件
だ
▼
ま
た
、

地
球
温
暖
化
を
指
摘
す
る
声
は

多
い
。
そ
れ
は
、
人
類
が
累
々

と
積
み
重
ね
て
き
た
化
石
燃
料

の
消
費
に
よ
る
と
言
う
人
も
い

れ
ば
、
一
方
で
、
地
球
の
地
軸

の
ず
れ
に
よ
る
も
の
で
地
球
史

の
ほ
ん
の
一
時
的
現
象
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
た

だ
、
人
間
の
エ
ゴ
に
基
づ
く
環

境
破
壊
が
続
け
ば
、
も
は
や
人

類
の
存
続
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

ス
イ
ス
人
が
、
私
た
ち
日
本
人

に
さ
さ
や
く
か
も
し
れ
な
い
。

「
日
本
で
は
、熊
の
次
は
日
本
人

が
絶
滅
す
る
番
だ
」
と 

（
燈
）

日　時　11月14日（日）13時～　会　場　保険医協会会議室
共済制度委員会（14時55分～）
　特別報告「波乱の金融情勢に三井生命はどう立ち向かうのか」
　報 告 者　三井生命保険株式会社常務執行役員　鶴岡　重幸氏
　　　　　　　特別講演（16時～）

 お問い合わせは、☎078－393－1801まで

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

第78回評議員会第78回評議員会 臨時（決算）総会・臨時（決算）総会・
第33回共済制度委員会第33回共済制度委員会

「新自由主義（市場原理至上主義）が亡ぼす日本の医療
 －政権交代後も医療政策が大きく変わらなかったのはなぜか？－」

講師　元ハーバード大学医学部助教授　李　啓充先生（写真）

　1980年京都大学医学部卒業。天理よろず相談所病院内科系ジュニアレジデント、京都大
学大学院医学研究科を経て、90年よりマサチューセッツ総合病院（ハーバード大学）。ハ
ーバード大学医学部助教授を経て、2002年より文筆業に専念。米ボストン在住。

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

６面

２面

私の地元自慢⑧「高取山」 ５面

歯科・足立了平先生インタビュー

第18回日常診より
自家歯牙移植（智歯）の臨床的検討

研
面
究

ラジオ関西「医療知ろう！」
毎週土曜・朝８時45分頃、558kHz

11月13日： ワクチン行政と今年のインフルエンザ対策
　　20日：在宅医療・介護の現状と課題
　　27日：医療と消費税
12月４日：歯科の訪問診療

第19回日常診療経験交流会第19回日常診療経験交流会

　

分
科
会
で
は
22
演
題
が
発
表

さ
れ
た
。
日
常
の
診
療
や
現
場

で
遭
遇
し
た
症
例
と
対
応
な

ど
、
医
科
・
歯
科
各
医
院
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
薬
局
な
ど
で

の
豊
富
な
経
験
が
報
告
さ
れ
、

参
加
者
と
活
発
な
質
疑
を
交
わ

し
た
。

　

ま
た
「
空
気
の
汚
れ
全
県
調

査
」
や
「『
道
の
駅
』
に
見
る

地
域
の
き
ず
な
」
な
ど
、
日
常

診
療
以
外
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
報

告
も
あ
っ
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
医
科
・
歯
科

・
薬
科
交
流
企
画
は
、「
歯
周

病
と
全
身
と
の
か
か
わ
り
〜
糖

尿
病
を
中
心
と
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
浜
口
朋
也
・
兵
庫

医
科
大
学
先
進
糖
尿
病
治
療
学

特
任
准
教
授
、
八
木
秀
満
・
八

木
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
川
西
敏

雄
・
川
西
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
、
長
光
由
紀
・
ウ
イ
ン

グ
調
剤
薬
局
薬
剤
師
ら
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
報
告
し
、

フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に
も
応
え

な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

た
。プ

レ
・
ポ
ス
ト
企
画
も

　

当
日
は
、「
救
急
フ
ェ
ス
タ

特
別
企
画
」
や
「
第
９
回
あ
な

た
と
わ
た
し
の
展
示
会
」、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
、

医
院
新
聞
展
示
、
抽
選
会
な

ど
、
分
科
会
と
併
行
し
て
多
彩

な
企
画
が
開
催
さ
れ
た
。

　

診
療
内
容
向
上
研
究
会
「
ア

ド
バ
ン
ス
ド
診
察
法
」
や
「
ひ

ら
め
き
診
断
術
『
キ
ー
ワ
ー
ド

を
探
せ
』」、
救
急
フ
ェ
ス
タ
な

ど
、
事
前
に
行
わ
れ
た
プ
レ
企

画
に
は
、
の
べ
２
４
９
人
が
参

加
し
た
。

　

11
月
６
日
に
は
ポ
ス
ト
企
画

と
し
て
薬
科
部
文
化
講
演
会
が

予
定
さ
れ
て
い
る
（
４
面
参

照
）。

大勢の参加者でいっぱいになった医科歯科薬科交流企画

国民集会

全
国
か
ら
医
療
者
・
患
者
５
千
人
が
参
加

　

い
の
ち
を
脅
か
す
政
治
は
も

う
ゴ
メ
ン
、
安
心
し
て
医
療
・

介
護
が
受
け
ら
れ
る
社
会
を―

―

。
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

な
ど
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
に

よ
る
「
社
会
保
障
費
を
大
幅
に

増
や
し
、
医
療
介
護
の
拡
充
を

求
め
る
10
・
21
国
民
集
会
」

が
、
10
月
21
日
に
東
京
・
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ

た
。
雨
天
の
中
、
全
国
か
ら
医

師
・
歯
科
医
師
、
看
護
師
や
介

護
士
な
ど
医
療
・
介
護
従
事
者

や
患
者
・
市
民
ら
５
千
人
が
集

ま
っ
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
池
内

春
樹
理
事
長
を
は
じ
め
八
木
秀

満
、
加
藤
擁
一
、
吉
岡
正
雄
各

副
理
事
長
、
近
重
民
雄
理
事
と

事
務
局
ら
11
人
が
参
加
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
全
国

医
師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
の
植
山
直

人
氏
が
病
院
勤
務
医
の
過
酷
な

労
働
実
態
の
改
善
を
呼
び
か
け

る
な
ど
医
療
関
係
者
が
医
師
・

看
護
師
の
増
員
を
訴
え
た
。

　

タ
レ
ン
ト
の
山
田
邦
子
さ
ん

が
、
乳
が
ん
手
術
の
経
験
を
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
し
、

集
会
参
加
者
ら
に
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

　

国
会
議
員
か
ら
は
高
橋
千
鶴

子
衆
院
議
員
（
共
産
）、
阿
部

知
子
衆
院
議
員
（
社
民
）、
服

部
良
一
衆
院
議
員
（
同
）
ら
が

あ
い
さ
つ
。
45
人
の
衆
参
議
員

や
、
全
国
各
地
の
医
師
会
・
歯

科
医
師
会
か
ら
賛
同
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
①
医
療
費
を

先
進
国
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
並
み
に

確
保
し
、
社
会
保
障
制
度
の
拡

充
、
②
医
師
・
看
護
師
・
介
護

職
員
を
大
幅
に
増
や
し
、
地
域

医
療
の
確
保
、
③
患
者
・
利
用

者
負
担
を
軽
減
し
、
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
の
充
実
、
を

求
め
る
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
。
集
会
後
は
銀
座
の
街
を
パ

レ
ー
ド
し
、「
安
心
・
安
全
の

医
療
・
介
護
」
の
実
現
を
通
行

人
ら
に
訴
え
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
同
日
午
前

に
、
診
療
報
酬
改
善
や
医
業
税

制
の
改
悪
阻
止
、
患
者
窓
口
負

担
軽
減
、「
保
険
業
法
再
改
定

法
案
」
の
早
期
成
立
な
ど
を
求

め
国
会
議
員
要
請
を
行
っ
た
。

　

山
下
芳
生
参
院
議
員
（
共

産
）
が
、
総
務
委
員
会
質
問
直

前
の
多
忙
な
中
で
面
談
に
応
じ

た
。
協
会
は
、
ラ
ジ
オ
関
西
番

組
「
寺
谷
一
紀
の
ま
い
ど
！
ま

い
ど
！
」
内
で
兵
庫
協
会
会
員

ら
が
出
演
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー

「
医
療
知
ろ
う
！
」
の
宣
伝
チ

ラ
シ
や
、
景
品
付
き
医
療
ク
イ

ズ
チ
ラ
シ
、
受
診
抑
制
実
態
調

査
結
果
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
保
団
連
と
兵
庫
協
会

で
、
歯
科
医
師
で
も
あ
る
西
村

ま
さ
み
参
院
議
員
（
民
主
）
の

秘
書
に
指
導
・
監
査
問
題
に
つ

い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
内
の
政
策
コ
ン

同
日
午
前
に

国
会
要
請

テ
ス
ト
で
、
医
療
指
導
管
理
官

に
よ
る
犯
罪
捜
査
の
プ
ロ
を
指

導
監
査
で
活
用
す
る
提
案
が
一

次
審
査
に
通
っ
た
問
題
に
つ
い

て
、
保
団
連
社
保
・
審
査
対
策

部
長
で
も
あ
る
八
木
副
理
事
長

は
、「
厚
労
省
が
、
性
悪
説
の

立
場
で
医
師
・
歯
科
医
師
を
見

て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
」
と
、
医
師
・
歯
科
医
師
を

犯
罪
者
扱
い
す
る
問
題
を
指
摘

し
た
。

　

審
査
問
題
に
つ
い
て
、
加
藤

副
理
事
長
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た

ミ
ス
で
も
す
ぐ
不
正
だ
と
言
わ

れ
、
犯
罪
者
扱
い
さ
れ
る
。
自

分
も
新
規
指
導
の
と
き
に
恫
喝

さ
れ
た
経
験
が
あ
る
」「
指
導

を
苦
に
自
殺
す
る
人
も
い
る
。

医
療
費
抑
制
主
義
の
や
り
方

だ
」
と
、
現
場
で
の
問
題
を
指

摘
し
た
。
吉
岡
正
雄
副
理
事
長

も
、
多
忙
な
診
療
の
中
で
個
別

指
導
が
実
施
直
前
に
通
知
さ

れ
、
無
理
な
資
料
提
出
を
求
め

ら
れ
る
実
態
を
紹
介
し
た
。

「
医
師
・
看
護
師
増
や
せ
」ア
ピ
ー
ル

㊤大粒の雨が降る中、カッパを着てデモに向か
う兵庫の参加者　㊦午前は山下芳生参院議員
（中央）らに要請した

　

協
会
は
10
月
24
日
、
県

農
業
会
館
で
「
育
て
よ
う

!!　

地
域
の
き
ず
な
」
を

テ
ー
マ
に
第
19
回
日
常
診

療
経
験
交
流
会
を
開
催
。

医
師
・
歯
科
医
師
や
ス
タ

ッ
フ
ら
２
４
４
人
が
参
加

し
、
各
医
療
機
関
で
の
日

頃
の
工
夫
や
症
例
を
学

び
、
医
科
・
歯
科
・
薬
科

の
連
携
を
深
め
た
。

 
（
次
号
以
降
で
詳
報
）
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［あだち　りょうへい］1978年大阪歯科大学卒業。81年から
27年間、神戸市立病院に在籍（中央市民13年、西市民14年）。
95年の阪神・淡路大震災では被災者の歯科診療に奔走する。
08年に現職。10年から、ときわ病院歯科口腔外科部長兼務。
「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会・世話人を務め
る。主な編著書に『一歩進んだ口腔ケア』など

すべての国民にすべての国民に
良質の歯科医療を良質の歯科医療を

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会

世
話
人
の
足
立
了
平
先
生
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大

学
部
口
腔
保
健
学
科
教
授
）は
、15
年
前
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
以
来
、
口
腔
ケ
ア
と
全
身
疾
患
の
関
係
を

訴
え
続
け
て
い
る
。
同
会
代
表
世
話
人
の
吉
岡
正
雄

協
会
副
理
事
長
が
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

め
ざ
す
運
動
の
意
義
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科教授

足立 了平先生にインタビュー
口
腔
ケ
ア
と

大
震
災
の
教
訓

　

吉
岡　

先
生
は
西
市
民
病
院

の
口
腔
外
科
時
代
に
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
経

験
か
ら
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ

を
痛
感
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
。

　

足
立　

え
え
。
震
災
直
後
、

避
難
所
に
医
療
班
は
来
て
い
た

の
に
、
歯
科
医
師
班
が
全
く
来

な
か
っ
た
こ
と
を
と
て
も
奇
異

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
被
災
者

に
は
、
口
内
炎
や
２
次
感
染
で

口
腔
が
腫
れ
て
い
た
り
歯
周
病

急
性
発
作
な
ど
の
感
染
症
の
患

者
さ
ん
が
と
て
も
多
く
、
中
に

は
重
症
化
し
て
口
が
開
か
ず
入

院
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
方
も

お
ら
れ
た
の
で
す
。

　

吉
岡　

避
難
所
で
は
水
不
足

の
た
め
口
の
清
掃
は
不
備
に
な

り
が
ち
で
し
た
し
、
何
よ
り
当

時
は
「
口
腔
ケ
ア
」
と
い
う
発

想
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ

た
で
す
ね
。

　

足
立　

そ
う
な
ん
で
す
。
震

災
後
に
健
康
悪
化
で
亡
く
な
ら

れ
た
「
震
災
関
連
疾
患
死
」
の

被
災
者
は
９
２
２
人
い
ま
し
た

が
、
最
も
大
き
か
っ
た
死
因
は

肺
炎
で
、
関
連
死
さ
れ
た
方
の

４
人
に
１
人
に
あ
た
る
２
２
３

人
で
し
た
。
そ
の
内
、
３
〜
６

割
が
誤
嚥
性
肺
炎
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
の
方
は
人
前
で
義
歯
を

外
し
た
が
ら
な
い
の
で
、
洗
浄

せ
ず
に
義
歯
を
は
め
た
ま
ま
の

状
態
で
寝
食
を
過
ご
し
、
口
腔

ケ
ア
不
足
で
口
の
中
の
細
菌
が

増
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
避
難
所

生
活
に
よ
る
体
力
低
下
も
加
わ

っ
て
、
誤
嚥
に
よ
り
細
菌
が
肺

の
中
に
入
り
や
す
く
な
る
の
で

す
。
震
災
直
後
か
ら
口
腔
ケ
ア

が
し
っ
か
り
で
き
て
い
れ
ば
、

肺
炎
死
を
50
人
ぐ
ら
い
は
減
ら

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。

　

吉
岡　

阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
の
口
腔
ケ
ア
の
教
訓
を
、
以

降
の
災
害
で
発
信
さ
れ
た
そ
う

で
す
ね
。

　

足
立　

２
０
０
４
年
の
新
潟

県
中
越
地
震
の
直
後
、
地
元
の

大
学
歯
学
部
な
ど
へ
、
誤
嚥
性

肺
炎
予
防
の
た
め
に
口
腔
ケ
ア

が
必
要
だ
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
り
ま

し
た
。
そ
れ
だ
け
が
効
を
奏
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

震
災
関
連
死
35
人
の
う
ち
肺
炎

死
亡
は
１
人
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
能
登
、
玄
界

吉岡 正雄副理事長

聞き手

沖
、
宮
城
の
地
震
で
も
同
様
に

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
発
信
し

ま
し
た
。

　

現
地
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
学

校
の
体
育
館
で
避
難
す
る
と
い

う
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
環
境
で
し

た
が
、
口
腔
ケ
ア
が
シ
ス
テ
マ

チ
ッ
ク
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
私
が
所
属
す
る
大
学

の
口
腔
保
健
学
科
で
は
歯
科
衛

生
士
を
養
成
し
て
い
ま
す
が
、

「
危
機
対
応
実
践
力
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
導
入
し
、
災
害
時

の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
も
力
を

入
れ
て
教
え
て
い
ま
す
。

歯
科
医
師
へ
の

ニ
ー
ズ
は
増
え
る

　

吉
岡　

先
生
は
、「
健
康
長

寿
」
を
保
つ
た
め
に
は
歯
科
医

療
が
果
た
す
役
割
が
あ
る
と
、

各
地
で
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

足
立　

健
康
長
寿
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
咀
嚼
機
能
の
維

持
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
80
歳

で
20
本
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う

８
０
２
０
運
動
が
あ
り
ま
す

が
、
平
均
で
は
80
歳
で
７
本
し

か
残
っ
て
い
な
い
現
状
で
す
。

　

本
当
に
８
０
２
０
を
達
成
す

る
に
は
、
現
状
の
歯
科
医
師
数

で
は
足
り
ま
せ
ん
。
長
い
目
で

見
て
医
療
費
削
減
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
、
歯

を
残
す
努
力
、
咬
合
を
維
持
す

る
努
力
を
き
ち
っ
と
や
る
べ
き

で
す
。
定
期
健
診
を
受
け
て
い

る
人
は
歯
の
喪
失
が
少
な
い
と

今年出版された足立先生編集の本

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
で
は
１
・
５
％
の
人
し
か

実
践
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う

な
る
と
歯
科
医
師
へ
の
ニ
ー
ズ

は
さ
ら
に
増
え
て
き
ま
す
。

　

吉
岡　

在
宅
医
療
を
さ
れ
て

い
る
内
科
の
先
生
か
ら
も
、
口

腔
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
患
者

さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
る
と
聞
き

ま
す
。

　

足
立　

最
近
で
は
在
宅
訪
問

歯
科
も
増
え
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
全
歯

科
医
師
の
20
％
未
満
で
す
。
そ

の
点
で
訪
問
内
科
医
か
ら
の
口

腔
ケ
ア
の
要
請
に
応
え
き
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

口
腔
と
全
身
疾
患
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
医
科
で
は
十
分
に

は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
歯
科

か
ら
の
発
信
が
ま
だ
ま
だ
少
な

い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段

か
ら
医
科
と
歯
科
が
連
携
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
す
な
ど
続

け
て
い
け
ば
、
口
腔
ケ
ア
の
重

要
性
は
も
っ
と
浸
透
し
や
す
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
」を
め
ざ
し
て

　

吉
岡　

先
生
に
は
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
の
世
話
人
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

へ
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

足
立　

授
業
の
一
環
で
学
生

を
シ
カ
ゴ
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

連
れ
て
行
き
、
地
元
の
歯
科
衛

生
士
や
教
員
・
学
生
ら
と
交
流

し
た
と
き
、
う
ち
の
学
生
が

「
訪
問
診
療
に
は
行
か
な
い
の

で
す
か
」
と
聞
く
と
、
シ
カ
ゴ

の
歯
科
衛
生
士
は
「
な
ぜ
で
す

か
」
と
聞
き
返
し
た
ん
で
す
。

医
療
保
険
に
入
っ
て
お
ら
ず
、

治
療
費
を
払
え
な
い
階
層
の
人

た
ち
の
と
こ
ろ
へ
わ
ざ
わ
ざ
行

く
必
要
は
な
い
と
い
う
の
で

す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
歯
科
衛
生
士
は

歯
周
治
療
の
技
術
は
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
裏
側
に

は
、
皆
保
険
が
な
い
た
め
に
歯

科
医
療
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
た

大
勢
の
人
々
が
い
ま
す
。
帰
国

し
た
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
は

「
日
本
に
は
国
民
皆
保
険
制
度

が
あ
り
、
け
っ
し
て
ア
メ
リ
カ

に
劣
っ
て
い
な
い
」
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。

　

吉
岡　

学
生
に
と
っ
て
歯
科

医
療
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
制

度
に
つ
い
て
も
学
べ
た
貴
重
な

経
験
で
す
ね
。

　

足
立　

本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
ね
。
一
方
で
、
日
本
に
は

皆
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

歯
科
で
は
ま
だ
ま
だ
保
険
医
療

が
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。

　

個
人
的
に
病
院
歯
科
に
従
事

し
て
き
た
経
験
か
ら
言
え
ば
、

例
え
ば
顎
顔
面
補
綴
に
つ
い
て

は
、
私
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
保

険
導
入
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ガ
ン
の
治
療
で
顔
が
大

き
く
崩
れ
た
り
顎
の
骨
を
と
る

と
、
咀
嚼
が
で
き
な
く
な
る
患

者
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う

方
の
口
腔
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
欠
損
補
綴
に
は
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
が
適
し
て
い
ま
す
。
下

顎
の
最
後
方
臼
歯
の
１
歯
欠
損

は
保
険
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
認

め
る
と
か
、
前
歯
１
本
欠
損
で

も
両
側
は
ノ
ン
カ
リ
エ
ス
だ
っ

た
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
認
め
る

と
か
、
で
き
る
だ
け
歯
を
削
ら

な
い
方
法
で
保
険
が
き
く
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

安
全
性
が
確
立
し
、
一
般
に

普
及
さ
れ
た
歯
科
医
療
を
保
険

収
載
し
、
す
べ
て
の
国
民
が
良

質
の
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
健
康
長

寿
を
実
現
す
る
上
で
極
め
て
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

吉
岡　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日　時　12月５日（日）　14時～17時
会　場　近畿中央病院（伊丹市）
内　容　「転ばぬ先の杖
 ～こんなこと知っていたら」
　　　　近畿中央病院口腔外科部長
　　　　薬師寺　登先生
　　　　「安全な食事と口腔ケア」
　　　　同主任歯科衛生士　陽川　信子氏
　　　　「みんなで共有しよう医療安全」
　　　　同副看護部長　西川　尚子氏
参加費　1000円（受講証発行）
お申し込み・お問い合わせは、
　☎078―393―1809　吉永まで

歯科助手実技研修会

日　時　11月23日（祝・火）
　　　　10時30分～16時
会　場　協会会議室
講　師　関西女子短期大学歯科衛生
　　　　学科講師　衣笠　瑞子氏
参加費　5000円
　　　　（資料・材料・弁当代込）
定　員　70人

お申し込み・お問い合わせは　
　☎078―393―1809　本田まで

印象材・セメントの基礎
知識と練和体験実習

歯科医療安全管理対策研究会

病院口腔外科の見学と講習会（仮）
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◇
出
席　

29
人

◇
情
勢　

①
政
府
は
「
２
０
１

０
年
度
補
正
予
算
案
」
を
閣
議

決
定
。
規
模
は
５
兆
５
千
億

円
。
う
ち
医
療
や
介
護
、
福
祉

に
は
１
・
１
兆
円
を
計
上
。
地

域
医
療
再
生
基
金
の
積
み
増

し
、
妊
婦
健
診
の
１
年
間
延

長
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
、
Ｈ
ｉ
ｂ
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を

行
う
と
し
て
い
る
。
②
「
国
際

観
光
医
療
学
会
」
が
獨
協
医
大

日
光
医
療
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
り
発
足
。
同
学
会
の
シ
ン
ポ

で
、
経
産
省
商
務
情
報
政
策
局

サ
ー
ビ
ス
産
業
課
長
は
「
患
者

が
医
療
を
目
的
に
国
境
を
越
え

る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い

よ
う
で
は
、
医
療
の
国
際
化
も

で
き
な
い
」
と
語
っ
た
。
③
米

国
医
療
機
器
・
Ｉ
Ｖ
Ｄ
工
業
会

の
パ
ウ
エ
ル
会
長
（
ジ
ョ
ン
ソ

ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社

長
）
は
、
混
合
診
療
の
解
禁
で

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
高
ま
る
と
の

見
解
を
日
経
新
聞
に
語
っ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

院
長
署
名

到
達
は
８
５
０
件
・
16
％
。
患

者
署
名
１
０
０
筆
超
の
役
員
は

14
人
に
。
受
診
抑
制
調
査
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
取
材
。
11
／
１
朝
７
：

45
「
お
は
よ
う
関
西
」
で
放
送

予
定
。
10
・
21
国
民
集
会
は
全

国
か
ら
５
千
人
、
兵
庫
か
ら
11

人
、
保
団
連
・
協
会
か
ら
は
28

協
会
・
約
１
８
０
人
が
参
加
。

◇
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科　

10

・
17
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ

は
全
体
で
93
人
、
兵
庫
か
ら
19

人
の
参
加
。
10
／
23
の
元
町
街

頭
宣
伝
で
は
保
団
連
の
歯
科
ア

ン
ケ
ー
ト
に
89
人
が
協
力
。

◇
反
核
平
和
部　

米
未
臨
界
核

実
験
に
理
事
長
名
で
抗
議
。

◇
環
境
公
害
部　

武
庫
川
ダ
ム

計
画
中
止
賛
成
の
パ
ブ
コ
メ
提

出
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
10
月
23
日
理
事
会
よ
り
）

　

北
阪
神
支
部
が
参
加
す
る

「
社
会
保
障
を
よ
く
す
る
宝
塚

の
会
」（
宝
塚
社
保
協
・
中
井

通
治
・
脇
野
耕
一
両
理
事
が
副

会
長
）
と
同
伊
丹
の
会

（
伊
丹
社
保
協
・
小
泉

勇
理
事
が
会
長
）
は
10

政
権
の
公
約
だ
っ
た
は

ず
。
先
送
り
は
許
さ
れ

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

伊
丹
で
は
西
山
評
議

員
が
「
後
期
医
療
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
議
論

さ
れ
て
い
る
『
新
制

度
』
は
〝
高
齢
者
の
大

多
数
を
現
役
世
代
と
は

別
勘
定
の
国
保
に
加
入

さ
せ
る
〞
と
し
て
お

り
、
高
齢
者
を
差
別
し

て
負
担
増
と
医
療
費
抑

制
を
強
い
る
後
期
医
療

月
15
日
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
保
険
料
の
年
金
天
引
き
日
に

あ
わ
せ
、
阪
急
逆
瀬
川
駅
前
、

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
前
で
そ
れ
ぞ
れ
制

度
の
即
時
廃
止
を
求
め
る
宣
伝

・
署
名
行
動
を
行
っ
た
。

　

中
井
・
小
泉
両
理
事
と
西
山

茂
樹
評
議
員
ら
北
阪
神
支
部
役

員
が
白
衣
姿
で
訴
え
、
１
５
０

筆
の
署
名
を
集
め
た
。

　

宝
塚
で
は
中
井
理
事
が
「
後

期
医
療
の
即
時
廃
止
は
民
主
党

の
根
幹
を
そ
の
ま
ま
残
す
も

の
」
と
批
判
。
小
泉
理
事
も

「
世
界
で
た
だ
一
つ
の
年
齢
に

よ
る
医
療
差
別
制
度
を
廃
止
さ

せ
よ
う
」
と
通
行
人
ら
に
署
名

を
呼
び
か
け
た
。

宝
塚
社
保
協
が
総
会

　

宝
塚
社
保
協
は
９
月
28
日
、

市
内
で
第
６
回
定
期
総
会
を
開

催
、
30
人
が
参
加
し
た
。
中
井

・
脇
野
両
理
事
が
副
会
長
に
再

選
さ
れ
た
。

　

金
沢
大
学
教
授
の
横
山
壽
一

先
生
が
「
社
会
保
障
の
再
構
築

〜
参
院
選
の
結
果
か
ら
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
政
府
の
新
成
長

戦
略
の
特
徴
と
し
て
「
法
人
税

引
き
下
げ
に
よ
る
企
業
の
競
争

力
強
化
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
規

制
緩
和
・
市
場
化
路
線
」
を
指

摘
し
、
自
民
党
以
上
の
医
療
・

福
祉
の
規
制
緩
和
策
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

自
発
的
治
癒
力
と
健
康

 

〜
統
合
医
療
へ
の
い
ざ
な
い

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

と
元
町
映
画
館
共
催
で
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
地
球
交
響

曲
第
七
番
」
が
上
映
さ
れ
ま

す
。
出
演
者
の
１
人
で
あ
る
ア

リ
ゾ
ナ
大
学
医
学
部
教
授
ア
ン

ド
ル
ー
・
ワ
イ
ル
博
士
は
、
統

合
医
療
の
先
駆
者
と
し
て
米
国

の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
活
躍
中

で
『
癒
す
心
、
治
る
力
』（
角

川
書
店
）
の
著
者
で
す
。

　

統
合
医
療
で
は
常
に
「
健

康
」
を
意
識
し
な
が
ら
「
自
然

治
癒
力
」
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。
人
間
は
単
な
る
身
体
を
超

え
た
存
在
（body 

＋ m
ind 

＋ spirit

）
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
最

適
な
健
康
を
医
療
者
と
協
力
し

て
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
医
師
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
科
学
を
基
盤
と
し

た
西
洋
医
学
を
土
台
に
し
て
、

伝
統
医
療
や
様
々
な
補
完
代
替

療
法
を
組
み
合
わ
せ
て
チ
ー
ム

で
治
療
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
し

て
健
康
を
保
つ
た
め
の
情
報
発

信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
じ
ほ
う
社
『
性
差

と
医
療
』
に
女
性
医
師
の
特
質

の
分
析
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
、
患
者
へ
の
威
圧

感
が
少
な
い
、
診
察
に
時
間
を

か
け
る
傾
向
等
。
患
者
の
心
理

的
・
社
会
的
背
景
を
も
考
慮
す

る
全
人
医
療
は
女
性
医
師
に
適

性
が
あ
る
と
の
評
価
で
し
た
。

統
合
医
療
を
行
う
医
師
は
男
女

を
問
わ
ず
、
母
性
の
資
質
が
問

わ
れ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
ワ
イ
ル
先
生
の
言
葉

を
引
用
し
ま
す
。「
皆
さ
ん
、

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
、
医

療
が
病
気
よ
り
も
健
康
に
関
心

を
向
け
る
世
界
や
医
師
が
自
然

治
癒
力
を
信
じ
て
治
療
以
上
に

予
防
に
力
を
注
ぐ
よ
う
な
世
界

を
。
そ
う
な
れ
ば
医
師
と
患
者

は
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
歩
む

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
で
し
ょ

う
」。医
療
の
原
点
を
見
直
す
た

め
に
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
映
画

で
す
。
※
チ
ラ
シ
を
本
紙
同
封

【
女
医
の
会　

服
部
か
お
る
】

　

元
町
映
画
館
（
中
央
区
元
町

通
４
の
１
の
12
）
に
て
上
映

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
（
代
表
世

話
人
は
吉
岡
正
雄
副
理
事
長
）

は
、
10
月
２
日
に
市
民
学
習
会

を
、
23
日
に
は
神
戸
・
元
町
で

街
頭
宣
伝
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
参
加
さ
れ
た
白
岩
一
心
先

生
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

10
月
２
日
、
神
戸
常
盤
大
学

短
期
大
学
部
口
腔
保
健
学
科
教

授
・
足
立
了
平
先
生
の
「
健
康

長
寿
を
保
つ
た
め
の
歯
科
か
ら

の
提
言
」
と
題
し
た
講
演
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
財
政
問
題
と
、
社
会

保
障
に
お
け
る
医

療
費
問
題
と
日
本

国
憲
法
第
25
条
の

生
存
権
と
の
関
係

を
、
最
初
に
分
か

り
や
す
く
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

市
民
向
け
の
公

開
講
座
で
し
た

が
、
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師
を

は
じ
め
と
す
る
医

療
に
携
わ
る
人
た

ち
の
倫
理
に
関
し

て
も
、
深
い
思
い

の
あ
る
講
演
で
し

た
。
歯
科
医
療
は

医
科
の
診
療
と
違
い
、
国
民
の

多
く
が
命
に
直
接
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
る
現
状
を
改
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
、
た
く
さ
ん

の
資
料
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
均
寿
命
が
年
々
伸
び
る
な

か
、
亡
く
な
る
ま
で
の
６
年
間

は
介
護
が
必
要
だ
っ
た
り
、
自

分
で
食
べ
た
い
物
が
食
べ
ら
れ

な
い
現
実
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

関
連
し
て
、
歯
や
噛
み
合
わ
せ

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
人
ほ
ど

医
療
費
が
月
に
１
万
円
く
ら
い

抑
制
さ
れ
る
デ
ー
タ
も
提
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

健
康
長
寿
年
齢
を
伸
ば
し
た

り
、
自
分
で
お
い
し
く
食
事
を

す
る
た
め
の
歯
科
医
師
の
役
割

も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
咀

嚼
が
脳
の
血
流
を
良
く
し
、
脳

血
管
疾
患
の
予
防
に
つ
な
が
っ

た
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
も
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
３
大
死
因
の
ガ

ン
、
循
環
器
系
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
よ
り
も
、
第
４
番
目
死
因

の
肺
炎
で
の
死
亡
率
上
昇
に
着

目
さ
れ
、
肺
炎
の
予
防
に
は
定

期
的
な
歯
科
健
診
も
、
医
科
の

成
人
健
診
や
高
齢
者
健
診
と
同

様
に
必
要
性
が
高
い
こ
と
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
誤
嚥
性
肺
炎

の
予
防
に
歯
科
医
療
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
も
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
ご

経
験
か
ら
危
機
管
理
体
制
に
お

け
る
歯
科
医
療
の
重
要
性
や
、

病
院
は
ど
ん
な
災
害
に
も
耐
え

う
る
建
造
物
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
お
話
に
は
、
胸
が

痛
く
な
り
ま
し
た
。
歯
科
で
の

緊
急
時
の
危
機
管
理
体
制
の
お

話
は
聞
き
初
め
で
し
た
。

　

一
番
印
象
深
い
こ
と
は
「
医

療
人
で
あ
る
前
に
人
間
で
あ

れ
。
医
療
人
で
あ
る
前
に
社
会

人
で
あ
れ
」
と
い
う
足
立
先
生

の
熱
い
言
葉
で
す
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
で
あ
る
前

に
、
人
間
と
し
て
や
る
べ
き
こ

と
や
考
え
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
自
ず
と

何
を
医
療
で
や
る
べ
き
か
は
、

行
動
に
変
わ
る
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
お

人
柄
に
共
感
し
て
、
地
域
医
療

と
は
、
１
次
医
療
と
は
、
２
次

医
療
と
は
、
再
度
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

市
民
向
け
公
開
講
座
は
、
食

生
活
と
寿
命
の
問
題
に
も
触
れ

ら
れ
、
時
間
を
忘
れ
て
聴
講
で

き
ま
し
た
。
足
立
先
生
に
は
、

開
業
医
で
あ
り
保
険
医
で
あ
る

私
た
ち
や
、
患
者
さ
ん
に
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
れ
か
ら
も
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

街
頭
宣
伝
で　
　

歯
科
ア
ン
ケ
ー
ト

　

23
日
に
は
、
昼
下
が
り
の
神

戸
・
元
町
商
店
街
前
で
街
頭
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。
連
絡
会
代

表
世
話
人
の
吉
岡
副
理
事
長
を

は
じ
め
、
池
内
春
樹
理
事
長
、

武
村
義
人
副
理
事
長
と
私
が
、

交
互
に
マ
イ
ク
を
握
り
な
が
ら

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の

充
実
を
訴
え
ま
し
た
。

　

保
団
連
・
協
会
や
連
絡
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
歯
科
医
療

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
道
行
く
人
々
に
お
願
い
し
、

１
時
間
足
ら
ず
の
短
時
間
の
宣

伝
で
し
た
が
89
人
の
方
に
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈元町映画館・上映スケジュール〉
11日10：50～13：00／18：30～20：40
 ［服部先生講演　13：00～13：40］
12日10：30～12：40／18：30～20：40
 ［服部先生講演　12：40～13：20］
13日～17日
　11：00～13：10／18：50～21：00
　※11・12日は、服部かおる先生が
 「統合医療」をテーマに講演　　　

学習会･宣伝で市民に訴え
赤穂郡・歯科　　白岩　一心

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会
宝
塚･

伊
丹
社
保
協「
後
期
医
療
」宣
伝

差
別
残
す
新
制
度
許
す
な

北
阪
神
支
部
役
員
ら
が
署
名
行
動

（
右
）
足
立
先
生
を
講
師
に
し
た
学
習
会

（
上
）
街
頭
宣
伝
で
は
マ
イ
ク
で
訴
え
た

中
井（
下
）、
小
泉
（
右
中
央
）
両
理
事
と

西
山
評
議
員
（
同
左
）
が
白
衣
姿
で
宣
伝

患者負担軽減署名と
景品付クイズチラシ

㊧署名「安心の医療をつくる　患者
窓口負担の大幅軽減を」、㊨クイズ
で考える日本の医療「窓口負担をゼ
ロにしませんか!?」

追加注文は、☎078―393―1807まで

ご協力ください

日　時　11月20日（土）14時30分～
　　　　　　　　　　 17時30分
　　　　21日（日）10時～15時
会　場　協会会議室
内　容　〈20日〉保険診療とは／窓口業
務／薬剤点数計算など　〈21日〉診療報
酬請求の実務／レセプト作成実習（外来
分のみ）
定　員　80人（事前申込順）
参加費　7000円（昼食代・資料代含む）　
２日間参加された方には修了証を発行

お申し込み・お問い合わせは　
　　　　☎078―393―1803まで

初心者のための
保険請求事務講習会（医科）

参
加
記

女
医
の
会

女
医
の
会「
地
球
交
響
曲
第
七
番
」

「
地
球
交
響
曲
第
七
番
」上
映
上
映
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ぜ
ん
そ
く
と
の

つ
き
あ
い
方
知
っ
て

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内
■但馬支部■医院運営なんでも懇談会
日　時　11月21日（日）
　　　　16時30分～18時30分
会　場　じばさん但馬２Ｆ
テーマ　医療のＩＴ活用と工夫

■尼崎支部■医療と福祉を考える会
日　時　12月２日(木) 18時30分～
会　場　尼崎市中小企業センター401号室
テーマ　在宅でのとこずれゼロ化計画
講　師　 皮膚科美川医院
　　　　増田　理恵先生

　

明
石
支
部
は
９
月
23
日
、
明

石
市
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
こ
ど
も
の
ぜ
ん
そ
く
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
０
in
明
石
」
を
開
催

し
た
。

　

医
学
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
っ
て
、
ぜ
ん

そ
く
発
作
は
ゼ

ロ
に
で
き
る
こ

と
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
企
画

し
た
も
の
で
、

患
者
、
家
族
、

医
療
者
ら
２
５

９
人
が
参
加
し

た
。

　

講
演
で
は
、

社
会
福
祉
法
人

希
望
の
家
付
属

関
東
ア
レ
ル
ギ

ー
研
究
所
所
長

で
群
馬
大
学
名

誉
教
授
の
森
川

昭
廣
先
生
が
、

最
新
の
ぜ
ん
そ
く
治
療
に
つ
い

て
、
患
者
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

く
解
説
。
ぜ
ん
そ
く
は
慢
性
的

な
疾
患
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
、
長
期
的
治
療
を
が
ん

ば
ろ
う
と
参
加
者
を
励
ま
し

た
。

　

講
演
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

座
談
会
で
は
、
ぜ
ん
そ
く
の
子

ど
も
と
そ
の
家
族
が
、
自
ら
の

経
験
を
語
っ
た
。

　

司
会
を
務
め
た
明
石
支
部
幹

事
で
評
議
員
の
瀬
戸
屋
利
克
先

生
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
子
ど
も

に
は
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
可

能
性
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
ぜ
ん
そ
く
を
き

ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の

は
医
師
の
責
任
だ
」
と
訴
え

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ぜ
ん
そ
く

の
完
治
を
め
ざ
し
て
先
生
と
と

も
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」

「
座
談
会
で
は
自
分
の
こ
ど
も

よ
り
大
き
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
、
親
御
さ
ん
の
生
の
声
を

聴
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考

に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
10
月

16
日
、
加
古
川
商
工
会
議
所
で

第
29
回
総
会
を
開
催
。
記
念
講

演
「
院
内
感
染
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
〜
外
来
部
門
を
中
心
に
」
に

は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護

師
、
ス
タ
ッ
フ
ら
86
人
が
参
加

し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
２
０
０
９

年
度
活
動
報
告
と
２
０
１
０
年

度
活
動
方
針
が
採
択
さ
れ
、
集

団
的
個
別
指
導
等
の
現
状
や
問

題
点
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
支
部
役
員
改
選
で

は
、
支
部
長
の
岡
部
桂
一
郎
先

生
ら
が
再
任
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
高
砂
市
民

病
院
医
務
局
薬
剤
科
薬
剤
師
の

有
本
忍
氏
が
、
外
来
で
の
感
染

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
院

内
感
染
対
策
の
基
礎
知
識
や
高

な
る
標
準
予
防
策
と
は
、
血

液
、
汗
を
除
く
す
べ
て
の
体
液

・
分
泌
物
・
排
泄
物
、
健
常
で

な
い
皮
膚
、
粘
膜
を
す
べ
て
感

染
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
扱

い
、
感
染
症
の
有
無
に
か
か
わ

砂
市
民
病
院
で
の

感
染
対
策
の
取
り

組
み
状
況
を
は
じ

め
、
感
染
経
路
別

の
予
防
策
や
ア
ル

コ
ー
ル
綿
な
ど
消

毒
薬
の
考
え
方
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
話
題
に
な
っ
て

い
る
多
剤
耐
性
菌

へ
の
対
策
な
ど
、

個
別
の
対
応
策
な

ど
も
交
え
な
が

ら
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。

　

有
本
氏
は
、
感

染
制
御
の
基
本
と

ら
ず
、
す
べ
て
の
患
者
に
適
用

す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
上

で
、
こ
れ
ら
の
物
質
と
の
接
触

が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
予
防

具
を
用
い
た
り
、
手
洗
い
・
消

毒
を
行
う
こ
と
が
、
院
内
感
染

対
策
の
基
本
に
な
る
と
強
調
し

た
。

　

ま
た
、
標
準
予
防
以
上
の
予

防
策
が
必
要
と
な
る
病
原
体
に

感
染
し
て
い
る
患
者
、
あ
る
い

は
そ
の
疑
い
が
あ
る
患
者
に
対

す
る
空
気
感
染
、
飛
沫
感
染
、

接
触
感
染
の
３
種
類
の
感
染
経

路
別
予
防
策
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
。

　

医
療
従
事
者
が
業
務
中
に
感

染
す
る
職
業
感
染
の
防
止
対
策

に
つ
い
て
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
な

ど
、
防
げ
る
感
染
は
あ
ら
か
じ

め
防
い
で
お
く
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。

　

芦
屋
非
核
平
和
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
は
10
月
16
日
、
上
宮

川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
芦
屋
非

核
平
和
都
市
宣
言
25
周
年
・
被

爆
65
年　

非
核
平
和
祈
念
の
つ

ど
い
」
を
開
催
。
医
師
・
市
民

ら
１
０
７
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
１
９
８
５

年
に
芦
屋
市
議
会
が
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
決
議
し
た
こ
と
を

記
念
し
、
市
民
主
催
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
幸
原

久
協
会
監
事
が
実
行
委
員
長
を

務
め
て
い
る
。

　

幸
原
先
生
の
開
会
あ
い
さ
つ

で
は
じ
ま
り
、
記
念
講
演
で
は

「
５
０
０
０
人
の
カ
ル
テ
〜
被

爆
医
師
の
闘
い
」
と
題
し
て
大

阪
・
此
花
診
療
所
の
小
林
栄
一

先
生
が
講
演
し
た
。

　

小
林
先
生
は
、
長
崎
医
科
大

学
付
属
病
院
で
口
頭
試
問
中
に

被
爆
し
た
自
ら
の
生
々
し
い
体

験
を
証
言
。
自
身
に
原
爆
症
の

症
状
は
現
れ
な
か
っ
た
が
、
周

り
で
無
残
に
死
ん
で
い
っ
た
人

た
ち
の
こ
と
を
い
ま
だ
に
忘
れ

療
し
て
き
た
。

　

小
林
先
生
は
、「
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
は
、
話
を
す
る
だ
け
で

は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え

な
い
」
と
、
被
爆
体
験
を
語
る

難
し
さ
を
強
調
。
被
爆
体
験
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
大
切
さ
と

困
難
さ
を
指
摘
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
今
年
５
月
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再

検
討
会
議
の
報
告
や
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
合
唱
な
ど
も
行
わ

れ
た
。

　

地
域
医
療
部
は
10
月
９

日
、
協
会
会
議
室
で
第
28
回

在
宅
医
療
研
究
会
を
開
催

し
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
看

護
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な

ど
、
定
員
を
超
え
る
１
０
７

人
が
参
加
し
た
。

　

西
宮
市
・
つ
ち
や
ま
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
土
山
雅

人
先
生
が
「
気
管
カ
ニ
ュ
ー

レ
管
理
の
基
礎
知
識
」
に
つ

い
て
、
甲
南
女
子
大
学
看
護

ー
レ
の
交
換
時
期
や
気
管
内

吸
引
時
の
注
意
点
、
吸
引
チ

ュ
ー
ブ
の
管
理
と
い
っ
た
現

場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
基
礎
知

識
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

　

間
瀬
先
生
は
、
排
痰
困
難

と
な
る
肺
の
病
態
や
、
臥
床

に
よ
る
呼
吸
循
環
器
系
の
変

化
な
ど
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
上
で
知
っ

て
お
き
た
い
肺
の
生
理
機

能
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
評
価
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
流
れ
に
つ
い
て
、
動
画
を

使
用
し
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
示
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
片
麻

痺
で
側
臥
位
に
な
れ
な
い
患

者
の
対
応
は
」
な
ど
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

ニ
ッ
ク
保
健
師
の
森
井
ま
ゆ

み
氏
が
担
当
し
た
。

　

土
山
先
生
は
、
各
種
気
管

カ
ニ
ュ
ー
レ
の
紹
介
と
そ
の

使
い
分
け
を
解
説
。
カ
ニ
ュ

リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学

部
理
学
療
法

学
科
教
授
の

間
瀬
教
史
先

生
が
「
こ
れ

だ
け
は
知
っ

て
お
き
た
い

呼
吸
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
基
礎
」

に
つ
い
て
講

演
し
、
司
会

は
篠
山
市
・

た
な
か
ホ
ー

ム
ケ
ア
ク
リ

インフルエンザ・
多剤耐性菌対策も

加古川加古川・・高砂支部  総会高砂支部  総会・・記念講演記念講演

在宅医療研究会

呼吸器の知識
　　 実践的に

活発な意見交換が行われた

会場いっぱいに86人が参加

芦屋非核平和祈念のつどい

被爆体験を後世に

明
石
支
部　

ぜ
ん
そ
く
フ
ェ
ス
タ

明
石
支
部　

ぜ
ん
そ
く
フ
ェ
ス
タ

薬科部研究会

糖尿病や慢性腎不全をいかに
イメージしてとらえるか？

日　時　11月27日（土）16時～18時
会　場　県農業会館111号室
定　員　近畿大学薬学部教授
　　　　松山　賢治先生
参加費　1,000円
※終了後、忘年会（会費5,000円）

（上）小林先生の講演に会場は
聞き入った　（右）あいさつす
る幸原先生

（右）ぜんそく治療をわかりやすく話す森川先生
（下）多くの市民が子ども連れで参加した

九条の会・兵庫県医師の会　映画と講演のつどい

日　時　12月12日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
定　員　150人（事前申込制）　　参加費　500円

加藤周一さんの加藤周一さんの
想い出と憲法９条想い出と憲法９条

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

～可能となる薬剤の適正使用～

お問い合わせは、
☎078―393―1817　石本、山田まで

る
こ
と
が
で
き

ず
、「
生
き
残

っ
て
申
し
訳
な

い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
」

と
語
っ
た
。

　

「
残
っ
た
者

の
責
任
」
と
し

て
、
被
爆
者
医

療
を
続
け
る
こ

と
を
決
意
し
た

小
林
先
生
は
、

現
在
ま
で
に
５

０
０
０
人
以
上

の
被
爆
者
を
診

　ドキュメンタリー「しかしそれだけではない。加藤周一　幽霊と語る」
第Ⅱ部　講　演　「加藤周一さんの想い出と憲法９条」（15時50分～17時）
　　　　講　師　立命館大学名誉教授　安齋　育郎先生

第Ⅰ部　ＤＶＤ上映（14時05分～15時40分）



�
・医療上の事故、医療施設の事故を補償

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ ライフプランに合わせていつでも
　 増額･減額できます

�������	
�

������� ������� �

■ 毎年高配当を継続　
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障

昨年度配当昨年度配当はは５５００％％
過過去去１１６６年連続配年連続配当当！！

・うつ病等の精神障害、認知症による就業不能も補償
・入院による就業不能は１日目から、自宅療養は５日目から補償　・代診もＯＫ
・再発の場合も含めて通算1000日まで補償　・地震など天災によるケガも補償
・協会「休業保障制度」や医療保険、公的保険の給付に関係なくお支払い

ご家族・従業員も、
ご加入いただけます

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

2010年度兵庫県内の保険医療機関等の診療科別平均点数一覧表

区　　分 レセプト1件あ
たりの平均点数

院外処方を行って
いる医科・診療所
の補正点数（※）

医　
　

科

病　

院

一般病院 41,085 ―
老人病院 50,007 ―
精神病院 35,055 ―
臨床研修指定病院・大学
附属病院・特定機能病院 49,594 ―

診
療
所

内科（人工透析以外） 1,316 319
内科（人工透析有） 8,571 0
精神・神経科 1,331 496
小児科 971 90
外科 1,437 316
整形外科 1,181 142
皮膚科 654 194
泌尿器科 1,486 149
産婦人科 1,020 0
眼科 688 0
耳鼻咽喉科 887 220

歯　科 1,273 ―

２０１０年(平成２２年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６３８号（５）

審査・指導問題学習会（医科対象）

日　時　11月27日（土）17時10分～　　会　場　兵庫県保険医協会会議室
講　師　協会審査対策部長　八木　秀満先生
主な内容
・指導が全国的に強化！～厚生局移管後の個別指導の特徴と対策
・新規個別指導でも返還！～個別指導の指摘事項および返還項目
・指導料等のカルテ記載漏れは致命的！～カルテ記載の留意点

お問い合わせは、☎078－393－1803　審査対策部まで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会 第462回

日　時　11月13日（土）17時～19時　　会　場　　協会会議室
講　師　静岡県立静岡がんセンター感染症内科部長　大曲　貴夫先生
共　催　ファイザー株式会社

感染症診療のロジック

イマイになりがちなものですが、この５
段階を意識して診療することで不確定性
が除かれていき、診療の方向性が明確に
なっていきます。
　当日は外来でよく診る感染症を示しな
がら、上記のステップをいかに適用して
いくかについてお示しします。ありふれ
た疾患について要点を押さえつつ、見逃
したくない危ない感染症にふれていきま
す。
 【大曲　記】

　感染症診療を適切にできるようになる
にはどうすればいいのでしょうか？
　そのためには、感染症診療を行ううえ
での根本的な考え方を身につけるのが近
道です。私はその感染症のものの考え方
を以下のように整理しています。
　具体的には、１）患者背景を理解す
る、２）どの臓器の問題か、３）原因と
なる微生物は？、４）どの抗菌薬を選
択？、５）適切な経過観察、の五つのス
テップです。感染症の診療はついついア

～見逃したら怖い外来の感染症に着目して～

個別指導対策とカルテ記載の留意点個別指導対策とカルテ記載の留意点
～新規個別指導を中心に～～新規個別指導を中心に～

　

高
取
山
（
た
か
と
り
や
ま
）

は
、
神
戸
市
須
磨
区
と
長
田
区

の
区
界
に
存
在
す
る
山
、
標
高

３
２
８
メ
ー
ト
ル
。「
た
か
と

り
さ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
六

甲
山
地
の
山
の
中
で
は
西
側
に

位
置
し
、
六
甲
全
山
縦
走
路
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
古
名
は

「
神
撫
山
（
か
ん
な
で
や

ま
）」
と
い
う
。

　

現
在
は
高
取
山
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
長
田
区
の
民
話
に
お

い
て
は
、
山
全
体
が
水
没
し
た

際
に
大
き
な
松
に
絡
ん
だ
タ
コ

を
捕
獲
し
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、「
タ
コ
取
り
山
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

　

梅
木
畑
四
等
三
角
点
を
ス
タ

ー
ト
し
て
、
数
分
で
右
手
側
か

ら
山
道
が
合
流
す
る
。
そ
こ
を

過
ぎ
る
と
高
取
神
社
表
参
道
の

階
段
道
に
至
る
。
こ
の
辺
り
か

ら
、
参
道
沿
い
に
数
軒
の
茶
屋

が
並
ん
で
い
る
。

　

茶
屋
の
壁
面
に
は
、
高
取
山

の
登
山
道
の
地
図
（
高
取
山
筋

登
山
連
合
会
作
成
）
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
多
く
の
登
山
道
が

記
さ
れ
て
い
る
。
登
山
道
の
多

さ
は
、
古
来
よ
り
麓
地
域
の
方

々
の
高
取
神
社
へ
の
信
仰
が
厚

か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

神
社
神
域
に
入
る
と
、
ど
こ

ま
で
も
繋
が
る
か
の
よ
う
な
石

階
段
に
至
る
。
こ
こ
に
は
「
高

取
山
頂
上　

高
取
山
随
一
の
景

勝
地
」
の
案
内
表
示
が
立
っ
て

い
る
。
こ
の
表
示
に
従
い
急
な

階
段
を
上
っ
て
い
く
と
、
そ
こ

に
は
ま
さ
に
絶
景
が
広
が
っ
て

い
る
。
神
戸
市
街
地
を
始
め
、

東
は
摩
耶
方
面
の
山
々
が
、
ま

　

一
日
の
仕
事
を
終
え
、
夕
方

山
を
眺
め
る
と
「
今
日
も
一
日

ご
苦
労
さ
ま
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
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か
な
新
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に
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ま
れ
、
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黒
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げ
る
よ

う
で
あ
る
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秋

は
鮮
や
か
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朱

色
に
染
ま
り
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冬
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静
か
に
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こ
に
佇
ん
で
い

る
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地 
元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の

⑧

★★

高 取 山
神戸支部　江原　重幸

診療所の窓から眺める（筆者撮影）

　集団的個別指導の選定に利用される診
療科別の平均点数の一覧（表）を、近畿
厚生局が初めてホームページ上で公開し
た。従来は、協会審査対策部が文書開示
請求を行って入手していたもの。
　この診療科別平均点数の1.2倍以上の
医療機関のうち、上位８％に該当した場
合に集団的個別指導の対象となる。ただ
し、前年、前々年に対象となった医療機
関は除かれる。

　今年の集団的個別指導（医科）は、12
月９日（木）に神戸、16日（木）に姫路
で実施される予定で、対象医療機関には
３週間前をめどに通知される。
　協会は従来から、平均点数が高いこと
のみを選定理由とし、高点数が続くと個
別指導に連動するかのような集団的個別
指導のあり方に反対している。保険診療
に必要な事項の周知は、全医療機関を対
象に集団指導として実施すべきである。

「集団的個別指導」の選定基準

近畿厚生局が診療科別平均点数を公表

※
院
外
処
方
を
行
っ
て
い
る
医
科
・
診
療
所
の
補
正
点
数
に
つ
い
て
は
、
院
内
処
方
と

院
外
処
方
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
の
平
均
点
数
の
調
整
を
行
っ
た
点
数

　

長
田
や
兵
庫
、
須
磨
の

人
の
心
に
身
近
な
山
で
あ

る
。

日　時　11月27日（土）
　　　　14時30分～18時30分
会　場　ＣＳネットパソコン教室三宮駅前校
講　師　松田　正廣税理士
ＰＣインストラクター　花房　孝英氏
参加費　7000円
　　　　（医経研会員はＰＣ使用料1000円のみ）
定　員　25人（事前申込順）

お申し込み、お問い合わせは、
☎078－393－1817　山田まで

●医院経営研究会 11月例会

パソコン記帳パソコン記帳・・決算決算

月刊保団連　臨時増刊号

会員頒価　1,000円（送料込）
　

医
院
に
お
け
る
労
務
管
理
の
実
用
書
。
こ
の

間
の
労
働
法
規
の
改
正
点
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踏
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て
内
容
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刷
新
。
就
業
規
則
、
労
働
契
約
書
な
ど
の
最
新

モ
デ
ル
を
収
録
し
た
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
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ム
労

働
者
向
け
就
業
規
則
な
ど
新
法
に
対
応
さ
せ
た

新
資
料
も
追
加
し
た
充
実
の
一
冊
。

ご注文は税経部
☎ 078－393－1817石本まで

『医院経営と雇用管理』
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第18回
日常診療
経験交流会
演題より

はじめに
　永久歯は一度喪失しますと、その欠損
を補綴しなければなりません。ブリッジ
や有床義歯などさまざまな方法がありま
すが、近年歯科インプラントが広く普及
してきました。インプラントは、成功率
が高くなってきており、予知性の高い方
法です。しかし、インプラントはあくま
でも人工物であり、歯根膜を有する天然
歯には、及びません。
　一方、患者自身の歯を移植する自家歯
牙移植は、元の歯と同様の機能が得ら
れ、成功率も高く、有用な方法であると
考えられます。
　今回、抜歯されることの多い智歯を大
臼歯部に自家移植した例について、臨床
的検討を行ったので報告します。

当院での智歯移植症例
　表は、当院で行った智歯移植症例の一
覧です。
　患者の平均年齢は21.0歳で、これはド
ナーとなる歯は、歯根未完成歯のほうが
成功率が高いことによるものです。患者
は全員女性で、ドナーは、下顎の８番が
６症例、上顎の８番が３症例です。歯根
未完成歯が５症例、歯根完成歯が４症例
です。
　受容側は、抜歯した側と同じ側の６番
がもっとも多く５症例、同側の７番が３
症例でした。受容側は、７症例が残根状
態で根尖病巣が４症例に認められまし
た。
　移植後の固定方法は、縫合糸のみが６
症例、ワイヤーとレジンによる固定は３
症例でした。移植後の観察期間は平均
14.8カ月でした。全症例とも移植歯の生
着状況は良好で、レントゲン上、歯根膜
腔が認められましたが、歯根の一部に周
囲骨との癒着が認められたものが４症例
ありました。

症例１（図１～５）

　患者は22歳女性で、左下６番の充填物
脱落を主訴に来院しました。症状はあり
ませんでしたが、残根状態でした。同側
に８番がありましたので、８番を６番に
移植することにしました（図１）。
　通法どおり６番を抜歯し、同時に８番
を６番の抜歯窩に移植し、縫合糸で７日
間固定しました。移植した８番は、歯根
がほぼ完成していました（図２）。
　術後２カ月と３カ月のデンタルです。
この時点では、移植した歯に根管治療を
行っておりませんが、臨床症状はなく、
周囲骨との癒着や炎症所見は認められま
せんでした（図３）。
　しかし、術後５カ月時に、咬合面う蝕
と根尖の透過像を認め、感染根管治療と
咬合面のレジン充填を行いました（図
４）。
　歯根完成歯は、歯髄の治癒が期待でき
ないので移植後２週間で根管治療をはじ
め、２カ月後根充する必要があると言わ
れています。本症例は、移植後約５カ月
で、感染根管治療を行いましたが、歯根

完成歯の移植では、移植後早期に根管治
療を行う必要があると思われます。

症例２（図６～９）

　症例１と同様に、左下８を左下６に移
植した例です。本症例では、左下６番の
根尖病巣が認められたため、同歯の抜歯
を先に行い、抜歯窩の治癒を待ってから
移植を行うことにしました。
　図６下段は、抜歯前のパノラマ写真、
上段は抜歯１カ月後の口腔内写真です。
　この症例も、左下８番を抜歯し、６番
の抜歯窩に移植しました。６番の抜歯窩
は、すでに閉鎖しており、８番を受け入
れるために抜歯窩を一部削合しました。
また、移植した８番は、ワイヤーとスー
パーボンドで21日間固定しました（図
７）。
　移植後２カ月で、感染根管治療および
根充を行い、９カ月後に歯冠補綴しまし
た。９カ月時のデンタルでは、歯槽硬線
が認められます（図８）。
　図９は、術後１年９カ月のデンタルと
パノラマです。
　移植した歯は動揺なく、臨床症状は認
められませんでした。受容部に感染病巣
がある場合、あらかじめ原因歯を抜歯
し、抜歯窩の感染病巣を治癒させてから
移植を行うことが、良好な結果が得られ
ると思われます。
　デンタルでは、移植歯の遠心根に一部
周囲骨との癒着が認められました。これ
は、固定に縫合糸ではなくワイヤーとレ
ジンのような比較的強固な固定を行った
こと、固定期間が長かったことが原因で
はないかと思われます。

症例３（図10～12）

　右上の８番を左の６番に移植した症例
です。受容側の６番は、歯根破折してお
り根尖病巣が認められました。そこで、
６番を抜歯し、反対側の８番を移植する
ことにしました。ドナーの８番は、歯根
未完成歯でした。
　６番を抜歯し、同時に８番を６番の抜
歯窩に移植、縫合糸で６日間固定しまし
た（図10）。
　図11は、術後３カ月のデンタル、術後
６カ月の口腔内写真です。いずれも移植
した歯は動揺なく、臨床症状は認められ
ませんでした。
　移植した智歯は、歯根未完成歯でした
ので根管治療を行っておりませんが、術
後５カ月を経て、生着状況は良好です
（図12）。

考察とまとめ
　以上のように、抜歯した大臼歯部に智
歯を自家移植し、良好な結果を得ること
ができました。
　自家移植は、古くからある方法で保険
でも認められております。これまで自家
移植の予後が必ずしもよくないため、イ
ンプラントの方が予知性が高く、確実で
あるという意見があります。
　ところが自家移植は、インプラントに
はない歯根膜を有し、元の歯と同様な機

能を与えることができます。また、イン
プラントに比べ患者の経済的負担が少な
いのも利点です。
　歯根完成よりも未完成歯のほうが成功
率が高く、ドナー歯の歯根膜をできるだ
け傷つけないなど、基本的な手技を守れ
ば、移植の成功率は高いといえます。と
くに、歯根未完成歯を有する患者では、
自家歯牙移植の有用性は高いことが示唆
されました。

自家歯牙移植（智歯）の臨床的検討
三田市・大槻歯科医院　 大槻　榮人

（共同研究　奈良県立医科大学口腔外科学講座、大阪歯科大学高齢者歯科学講座）

表　症例一覧
年齢 性別 移植歯 萌出

状況
歯根　
完成度 受容側 固定方法 観察期間

22 F 左下８ 埋伏 根完成 左下６ ワイヤーとレジン ２年８カ月

21 F 右下８ 埋伏 未完成 右下７ 縫合糸、
ワイヤーとレジン ２年６カ月

22 F 左下８ 萌出 根完成 左下６ 縫合糸 ９カ月
23 F 左下８ 埋伏 根完成 左下６ ワイヤーとレジン １年10カ月
22 F 左下８ 埋伏 根完成 左下６ 縫合糸 ３カ月
18 F 右上８ 埋伏 未完成 左上６ 縫合糸 ７カ月
24 F 左上８ 埋伏 未完成 左上７ 縫合糸 １年６カ月
20 F 右上８ 埋伏 未完成 右上７ 縫合糸 ７カ月
17 F 右下８ 埋伏 未完成 右下６ 縫合糸 ５カ月

図１ 図２

図３ 図４

図５ 図６

図７ 図８

図９ 図10

図11 図12

症例１
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術後９カ月

症例２
左下８→左下６
移植１カ月前に
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移植直後
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症例３
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